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・家畜の排泄物は管理基準に従って取り扱ってください。 

・糞尿は早期に畜舎から搬出しましょう。 

・堆肥舎への投入時は適切な水分濃度に調節し、切り返しをす

ることで好気性発酵を促進し、悪臭発生を防ぎましょう。 

・こまめに除糞しましょう。 

・畜舎内外にこぼれた堆肥や残飼は清掃しましょう。 

・ウジを探してハエの発生源をつきとめましょう。 

・堆肥は適切に切り返し、発酵熱と乾燥でウジ対策をしましょう。 

・薬剤はウジには殺虫剤、消石灰、脱皮阻害剤、成虫には殺虫剤、 

毒餌法等を使い分け、薬剤耐性には注意しましょう。 

＜６月は環境保全月間です＞ 

１ ハエの発生を防止するために 

２ 悪臭をださないために 

「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」の管理基準 
 １ 構造設備に関する基準                                                                     
◎固形状の家畜排せつ物の管理施設は、床をコンクリートなど汚水が浸透しな
いもので造り、適当な覆いと側壁を設けること。              
◎液状の家畜排せつ物の管理施設は、コンクリート等で造った貯留槽とすること。 
 ２ 家畜排せつ物の管理に関する基準                   
◎家畜排せつ物は、構造設備基準に適合した管理施設で管理すること。   
◎管理施設の定期的点検を行うこと。       
◎管理施設の床、覆い又は槽に破損があるときは、すぐに修繕を行うこと。     
◎送風装置等を設置している場合は、その維持管理を適切に行うこと。           
◎家畜排せつ物の年間の発生量、処理の方法及び処理方法別の数量について
記録すること。 


